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1はじめに

「教育的ニーズ（educadonalneeds）」という概念は，欧米障害児教育の「特殊教育（SpeCial

education）」と対をなす大きな潮流，即ち「健常児童生徒と障害児童生徒，普通教育と特

殊教育の教育的統合化＝インテグレイション（integration）．インクルージョン（inclusion）」

と不可分な極めて重要なキー概念である。理想をかかげて一口に障害児教育のインチグレ

イションと言っても様々の水準が存在する。S．Hegarty（1993）によれば，普通教育と特殊

教育のインチグレイションは次の6種類に分類されるという。

①物理的インテグレイション－この段階では，健常児童生徒と障害児童生徒が学校や施設

設備を共有してはいるが，日本などでは教育的心理的なインテグレイションにはなって

いないことが多い。

②用語的インテグレイション－言葉の上での障害児者に対するレッテル付けや差別が排さ

れる段階。

③行政的法的インテグレイション－障害児者が健常者と日常的接触を可能にするための道

路／交通桟関／階段／トイレ等を含む諸設備の整備と行政的法的インテグレイション。

④教育カリキュラムのインテグレイション一障害児童生徒の学習進度と理解度に対応した

サブプログラムを併用した，教育カリキュラム統合．ICM（IntegratedClassroomModel）

（Madgeetal・，1990）はこれにあたる。

⑤社会的インテグレイション（Chadsey－RuschandHeal，1995）－健常児童生徒と障害児童

生徒とが度々交流可能な段階をさし，高頻度での交流により⑥への移行が可能となる。

＊岩手大学教育学部附属養護学校

＊＊岩手大学教育学部

注）本調査研究は平成7年から平成10年にかけて実施され，後述する多数の岩手大学教育学部附属養護学校の旧（現）

職員と在学した子ども達の保護者の協力のもとに行われた。
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そのためには，障害児童生徒の保護者のみならず，健常児童生徒の保護者からの理解が   

大切となる（Green andShinn，1994）。平成8年度から始まった岩手大学教育学部附属   

中学枚と附属養護学校との生徒同志と保護者の交流はこの段階の試行といえる。   

Kennedyらの研究は（Kennedyetal．，1997）健常児童生徒と障害児童生徒との交流は   

障害児童生徒にとってのみならず健常児童生徒にとって如何に重要な意味を持っている   

かを示している。  

（む心理的インテグレイションー心理的にも健常児童生徒と障害児童生徒との日常的な自   

然な交流の可能な段階。部分的ではあるが，例えば岩手大学教育学部附属養護学校では   

頻繁に見られる，普通学級から転校してきたA子さんが障害の重いN君を健康な大人   

以上に見事にサポートする姿や「つばさ号」を運転するⅠさんがごく自然に子ども遠の   

careをし，子ども達もまたⅠさんを慕う光景はこれに相当する。そして社会化されてい   

ない本学の教育実習生が，机に腰掛け煙草を吸って障害児から逆に注意を受けるという   

姿もまた別の意味でこれに含まれるであろう。更に，もしこのような交流が般化  

（generalization）できた場合にこれを心理的インテグレイションという。このような高度   

に進んだ教育的統合段階をインクルージョンinclusion（BorgandBartolo，2000）とい   

う。  

先進欧米諸国が「特殊教育」からインテグレイション，インクルージョンへと移行して  

いく姿を，ただ後塵を拝しているのではなく，障害児教育後進国日本が追いつき追い越そう  

とするとき大きな壁に突き当たる。その理由はキリスト教文化の持つ障害児者に対する伝  

統的基盤もさることながら，基本的教育制度の相違にある。因みに例えば日本よりGNPが  

ずっと低いイタリアでさえ，健常児童生徒と障害児童生徒の統合クラスは一クラス20人以  

下であって，障害児童生徒数は2人以下と定められており，サポート教貞と専門家や保護  

者からなるワーキングチームが担任を支援する体制をとっている。米国では良く知られて  

いるEHA（EducationforAllHandicappedChildren Act）やIDEA（Individualswith  

Disabilities Education Act）の下に特別な「教育的ニーズ」を必要とする子ども達のため  

の専門的支援組織CEC（CouncilforExceptionalChildren）と教育現場でのこれも良く  

知られているTAT（TeacherAssistanceTeam）が，クラスのインテグレイションを可能  

にしている（筆者の一人の子弟が1989年にLosAngeles郊外のNoraStearyElementary  

Schoolの4年生に日本から転校したとき，1セントも税金を払っていないたった一人の日  

本の子どもの為に，“英語が話せないhandicapがある”と言う理由だけで教師をもう一人  

つけてくれるという経験を持ち大変驚かされた）。米国の健常児童生徒と重度の障害児童  

生徒のクラス統合の試み（Kennedyetal．，1997）は，我々日本の教育に携わっている者の  

感覚からすると大胆過ぎるように感じられる。しかし，今その子どもがどんな学習課題を  

抱え「教育的ニーズ」が何かを，支援する者が的確に把返することが，インテグレイショ  

ン・インクルージョンはもとよりあらゆる障害児教育にとって如何に大切かをこれまでの  

研究は明確に示している。   

知的障害児童生徒のための「教育的ニーズ」に関する調査研究（Ⅰ）（Ⅱ）は，子ども達  

とその保護者のための貴重なデータベースである。多くの保護者のご協力を得，次期の新  

たな研究に役立つよう，苦労して集積・クラスター分析された教育的ニーズに関する貴重   
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な調査dataとrawdataが，未刊行のまま離散してしまうことのないよう，一度整理しておく  

ことが必要であると考えた。  

Ⅱ 調査方法  

本研究「知的児童生徒のための教育的ニーズに関する調査研究」の調査Ⅰでは，知的障  

害養護学校に在籍する児童生徒の発達にとって重要な教育的ニーズと考えられる教育内容  

を明らかにするため，現在，将来，維持・発展の3視点から自由記述による調査を保護者  

と担任教師を対象に実施した。調査Ⅱでは，これまでの重度から軽度といった知的な障害  

の程度によって教育内容が決定されるという発想を転換し，個々の教育的ニーズに応じた  

教育内容が決定可能となるよう，調査Ⅰで得られたdata項目から5件法による評定値を  

算出した。そして相関分析，クラスター分析をして項目を整理し，基準化した教育的ニーズ  

のチェックリストを作成した。  

調査 Ⅱ  

（1）目的  

担任教師が実際に受け持っている児童生徒個々の教育的ニーズの課題性に対する重  

要度を評定することによって，各学部の教育的ニーズの傾向を明らかにする。さらに，   

各項目間の類似性と段階性について検討し，教育的ニーズのチェック項目を選定する。  

（2）材料  

調査Ⅰによって得られた100項目。  

（3）調査対象及び期日  

本校に在籍している小学部，中学部，高等部の児童生徒60名の担任教師26名に対して  

実施した。調査期日は1996年3月中旬である。  

（4）手続き  

調査Ⅰによって得られた100項目について，「たいへん重要な課題である」「重要な  

課題である」「普通の課題である」「あまり課題でない」「ぜんぜん課題でない」の5   

件法で評定し，それぞれ5点～1点を与えた。  

（5）結果と分析  

各学部の平均値と標準偏差を算出することにより，学部段階での教育的ニーズの傾  

向を明らかにした（表1）。なお，基本的な統計処理に当たっては，マイクロソフト社  

のExce197，クラスター分析については，HALBOU統計処理ソフトを使用した。   
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表1各学部と全体の平均値と標準偏差  

（SD）N＝60  

ンスー領域 Nn見出し 小学部（n＝19） 中学部（n＝14） 高等部（n＝27） 全体  

家庭生活 001掃除  2．88（1．22）  

002布団  2．71（0．99）  297（097）  

2．92（1．08）  
郎削拒璃  

228（118）  

218（098）  

003洗濯  2．7丁（0．90）  2月6（1，23）  

004調理  

005裁縫  1．71（0．77）  2．21（0．98）  2．66（1．3㊥  

006部屋装飾 1．59（0．71）  2．71（0，99）  2．28b．96）  

身辺処理 007食事  2．86（1．29）  2．07（1，42）  2．72（1．54）  

2．88（1．48）  

2．72（1．45）  

008偏食  2．71（1．5め  2．64（1．45）  1．97（1．43）  

009歯磨き  2．さ6（0．95）  2．17（1．54）  

010洗顔入浴  2．88（0．78）  

2．77（1．52）  

2．00（1．28）  

2．33（l．41）  

2．17（1．49）  011排泄  

012履き物   2．82（1．38）  2．14（1．17）  1．45（0．99）  

2．さ6（1．22）  1．79（1．23）  013着替え  

014身だしなみ 2．88（1．17）  

015整理整頓  2．65（0．86）  

016衣服調整  2，41（1．00）  

017化粧  1．53（0．6公  

2．71（1．27）▲  2．90（1．50）  

2．50（0．76）  2．45（1．02）  

2．57（1．28）  1．86（0．99）  

2．78（1．2さ〉  

2．45（0．96）  

1．93（1．04）  

社会生活 01さ安全歩行  

019交通機関  

020食堂  

021買い物  

022公共施設  

023電話  

2．12（1．05）  

2．00（0．87）  

2．77（0．56）  

2．85（0．79）  

1．65（1．06）  

1．88（1．11）  

235（14カ   285（129）  

覧澄ま結城   285（116）  

2．53（1．20）  2．36（1．08）  

2．71（1．27）  2．41（1．12）  2．83（1．17）  

人間関係 024呼名応答  

025返事挨拶  

026関わり  

2．79（0．58）  2．00（1．23）  2．65（1．27）  

2．64（0．50）  

2．76（0．95）  2．92（0．9㊥  

027異性交友  194（1．09）  

028礼儀マナー 荘幻鴎．瑚  
029集団ルール 窪甜蛋く環蔚  

2．93（l．39）  2．72（1．25）  2．55（1．28）  

睾礫噸畜顛   2．45（1．55）  

2．86（0．93）  2．03（1．35）  

1．93（1．00）  1．93（1．3き）  

2．g3（1．27）  2．10（l．29）  

2．92（1．3竹  

2．37（1．21）  

2．85（1．34）  

2，42（1．3カ  

2．45（1．37）  

l．88（1．04）  

2．10（1．8ゆ  

1．92（1．27）  

2．08（1．83）  

030物と言葉  

031なそり模写 2．94（0．97）  

032名前  

033平仮名  

034漢字・文章  

0さ5ローマ字  

036作文・日記  

037新間  

03＄辞書利用  

2．53（1．83）  

1．41（0．71）  

1．12（0．33）  

1．12（0．33）  

1．18（0．53）  

1．18（0．53）  

2．50（1．40）  

2．00（0．96）  2．28（1．13）  

2．07（1．3幻   2．69（1．31）  

1．71（1．07）  2．45（1．43）  

2．14（1．17）  2．59（1．48）  

音詩  039発音  董．要塞吏，鰯  

040身振り   288（145）  

041話の理解  288（086）  

2．57（1．49）  

2．67（1．61）   

2．79（l．1カ   2．07（1．56）  

2．64（1．15）  2．55（1．90）  

042質問・応答  

説琵‡妾韮、甥   お藩稚轍  043報告・発表  2．12（0．78）  
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教皇  2．93（1．14）  1．69（1．12）  

2．64（1．01）  2．14（1．36）  

2．79（0．89）  2．24（1．53）  

2．71（1．14）  2．07（1．07）  

2．86（1．39）  2．55（1．45）  

1．86（1．17）  2．52（1．4め  

2．27（1．20）  2．38（1．52）  

2．71（1．27）  2．45（1．12）  

2．25（1．28）  

2．52（1．20）  

2．65（1．31）  

2．き8（1．22）  

2．13（1、35）  

1．97（1．33）  

1．98（1．33）  

2．33（1．12）  

044数唱・数字  2．65（1．3カ  

045大小・弁別  

046保存・対応  

047皇・順序  2．47（1．46）  

048加減算  1．24（0．44）  

049乗除算  1．12（0．49）  

050定規  1．06（0．24）  

051時計一時刻 1．82（0．81）  

認知   052模倣  

05：i図形  

2．71（0．91）  2．57（1．57）  

2月4（1．08）  2．31（l．63）  

2．07（l．14）  2．00（1．31）  054区別  2．88（0．99）  

055見通し   2．88（0．9め  

作業   056集中  

057エ程理解  

渡甜縦帯蔚  諾藩瑳紘尊撥  058丁寧・正確  2，88（0．99）  

059手指操作  

060道具使用  

061機械操作  2．12（0．93）  2．50（1．09）  2．90（1．40）  2．開（1．24）  

創作   062歌  

068楽器  2．90（0．72）  

064エ作  2．83（1．0カ  2．64（1．22）  2．76（0．64）  

065絵画  2．59（0．07）  

066粘土  2．71（0．6め  2．76（0．79）  

運動   067調整・柔軟  

068敏捷性  

069持久力  

葦．辞総戚  

毎掩ゝ蕪辞  

泊剃紺用  

286（1．25）  

070筋力  2．82（0．73）  

071ポール運動 2．94（0．56）  

の2水泳・スト  

鮭康   073うがい手洗  

07‘l生理手当  1．18¢．73）   1．50（1．16）  1．3i（0．8扮  1．32（0．さ少  

075運動習慣  

076清潔・衛生  2．24（0．44）  

077成長・性  1．24（0．56）  2．57（0．85）  2．93（1．10）   2．37（1．16）  

078テレビ絵本 2．59（0．51）  

079漫画・読書  2．41（0．80）  

080一人遊び  2．35（0．＄㊥  

2．59（1．09）  2，75（0．93）  

2．40（0．92）  

2．30（0．98）  

2．85（1．13）  

余暇  

2．57（0．94）  2．31（1．00）  

2．64（1．15）  2．10（0．94）  

2．31（1．07）  081身近な遊び  

082ごっこ遊び  2．93（0．62）  

083カラオケ・音楽  2．65（0．49）  

084へ○ットの世話 1．82（0．73）  

085編物・刺子 1．71（0．69）  

086喫茶店   2．12（0．8㊥  

087娯楽施設  3．00（0．35）  

2．21（0．77）  

2．69（1．20）  

2．97（0．8幻  

2．90（1．60）  

2．59（1．35）  

2．93（1．36）  

2．38（1．3カ  

行動   088匝Ⅰ執  

2．77（1．17）  089判断の柔軟 2．88（1．05）  

090精神安定  

091肢体機能  2．59（1．12）  2．77（1．31）   
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心  093自信  

094達成感  

095忍耐力   翫甜謝靭  

096主体性   265（070）  

097責任感  

098蓋私心  2．53（0．94）  

099優しさ  2．71（0．99）  

100善悪判断  2．59（1．1分  

（匿如3∝）以上）   

評定値で，3．00を基準とし，それ以上を高い評価と考えた。各学部の教育的ニーズは  

次のような傾向が何われた。   

家庭生活では，中学部と高等部で平均値の高い項目が多かった。特に「掃除」と  

「調理」が高かった。これは，一人の部屋を与えられる時期でもあり，家庭でも自分の  

部屋の掃除が期待されるようになってくるためであると思われる。調理は簡単なおや  

つを作って食べていられる状態が求められてくるためと思われた。近い将来の自立的  

な生活をしていく上で求められてくる実用的な内容である。   

身辺処理では，小学部で平均値の高い項目が多かった。特に「食事」「歯磨き」「排  

泄」「着替え」は日常の基本的な生活にかかわる緊急な内容で，小学部段階での確立が  

強く求められている。中学部と高等部では「洗顔入浴」「身だしなみ」が高かった。   

社会生活では，中学部，高等部がほとんどの項目で高かった。社会的な活動が強く  

求められてくる時期であるためと思われる。特に「買い物」「食堂」など，社会で生活  

する実用的な能力に対するニーズが高かった。中学部では「安全歩行」が高かった。  

これは，校内での学習から校外での学習へと移行する段階で，活動範囲も拡大し，社会  

で活動していく基本としてしっかりと安全に歩行できることが求められるためであ  

る。   

人間関係では，小学部ではほとんどにおいて高値を示している。高等部では「礼儀  

マナー」が高かった。これは，職場実習や卒業後の社会生活を念頭に置いていると思  

われ－る。   

国語では，小学部で「物と言葉」が高く，これは日常のいろいろな物と青葉がきちん  

と一致することが，それ以後の学習を支えていく基礎的な能力であるためと思われる。   

言語では，高等部が「質問・応答」が高かった。職場等の適応において，他者からの  

質問に対してきちんと答えられる能力が強く求められるためである。   

数量は，どの学部でもそれほど高くはなかったが，小学部では「保存・対応」が高か  

った。これは，あらゆる活動場面で，それ以後の数にかかわる学習を支えていく基礎的  

な数能力であるためと思われる。   

認知では，中学部と高等部で「見通し」が高い。これは，自立的な生活とかかわっ  

て，物事に見通しを持って活動していくことが求められてくるためである。   

見通しには，メタ認知や効力感が関係しており，主体的に活動する基本的な能力であ  

る。   

作業では，ほぼ全学部で各項目に対するニーズが高かった。特に小学部では「集中」   



知的障害児童生徒のための「教育的ニーズ」に関する調査研究（Ⅱ）  67   

「手指操作」，中学部では「集中」「道具使用」，高等部では「工程理解」「丁寧・正確」  

が高い。小学部段階より，働くための基本的な能力が重視されていることが窺われる。   

創作では，「歌」が全学部で高い。   

運動では，全学部がほぼ全項目において高く，特に中学部になると「調整・柔軟」  

「敏捷性」，高等部になると「持久力」「筋力」が高くなった。   

健康では，全学部で高かったのは「運動習慣」であった。   

余暇では，中学部で「身近な遊び」「カラオケ・音楽」が，高等部では「娯楽施設」  

が高かった。高等部では卒業後の社会参加をしていく上で，娯楽施設の利用などが求  

められてくるためと考えられる。   

行動では，小学部では「固執」，中学部では「肢体機能」が高かった。   

心では，全学部が全項目に対するニーズが高い傾向であったが，特に小学部では「達  

成感」，中学部では「達成感」「主体性」，高等部では「自信」「達成感」「忍耐力」「主  

体性」「責任感」が高い。  

また，全学部を通じ共通して高かった項目（3．40以上）には，「掃除」「調理」「質  

問・応答」「集中」「工程理解」「丁寧・正確」「手指操作」「調整・柔軟」「敏捷性」  

「持久力」「運動習慣」「自信」「達成感」「忍耐力」「主体性」「責任感」などがあった。   

低い項目（2．00未満）としては，「化粧」「ローマ字」「新聞」「乗除算」「定親」「生  

理手当」があった。しかしこれは，全体的には低値であってもある特定の児童生徒に  

とっては強く求められる重要なニーズになっている可能性があるので注意を要する。  

さらに，個別の教育的ニーズを的確に捉えて，配慮していかなければならないだろう。   

ニーズ領域内の関連性をみるために，相関分析とクラスター分析を行った。   

相関係数が0．5以上を高い相関と捉え，類似性について明らかにした。そして，ニー  

ズ領域内のクラスター分析により，教育的ニーズ項目の段階性について確認した。  

① 家庭生活  

掃除，布団，洗濯の相関が高かったが，それらと裁縫，部屋の装飾は低かった。  

裁縫と部屋の装飾の相関は高かった（表2，図1）。   

② 身辺処理  

食事，排泄，着替えに関するほとんどの項目の相関が高かったが，髪のまとめ  

方，化粧については他の全ての項目と相関が無かった（表3，図2）。   

⑨ 社会生活  

道路歩行と他の項目とは相関がなかったが，公共施設との利用とは負の相関が  

みられた。交通機関の利用，食堂利用，お金の使い方，公共施設の利用などとの  

相関が高かった（表4，図3）。   

④ 人間関係  

呼名に対する反応と異性とのかかわりは負の高い相関がみられた。言葉づかい  

と集団ルールには高い相関がみられた（表5，囲4）。   

⑤ 国語  

言葉と物の一致となぞり，名前の読み書きの相関は高く，一方，漢字，ローマ   
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字，作文・日記，辞書，新聞が高い相関を示し，その群が相互に高い負の相関を   

示していた。日常使われる漢字と平仮名は他の項目と相関は低かった（表6，図5）。   
＠ 言語  

落ち着いて話を聞くこと，人の話に注意を向けること，報告することには，そ  

れぞれ高い相関がみられた（表7，図6）。   

⑦ 数量  

物の大小，一対一対応など数概念の基礎的なものとたし算，かけ算などの計算  

や長さとは負の高い相関があった（表8，図7）。   

⑧ 認知  

模倣と形色弁別，持ち物区別など形態の認知は高い相関がみられたが，これら  

とメタ認知といえる見通しとの相関は低かった（表9，図8）。   

⑨ 作業  

集中と手指操作，工程理解と丁寧・正確，手指操作と道具使用，丁寧・正確と   

機械操作と高い相関があった（表10，図9）。   

⑩ 創作  

楽器と工作，粘土と工作が高い相関がみられた（表11，図10）。   

⑪ 運動  

調整力と敏捷性，敏捷性と持久力，持久力と筋力は高い相関がある。水泳は全  

ての項目と相関がなかった（表12，図11）。   

⑩ 健康  

健康管理と性理解が極めて高い相関がみられた（表13，図12）。   

⑬ 余暇  

テレビと校外遊び，漫画と一人遊び，喫茶店と娯楽施設に極めて高い相関がみ  

られた（表14，図13）。   

⑭ 行動  

肢体機能と他の項目とは相関がなかった。固執と我慢は極やて高い相関がみら  

れた（表15，図14）。   

⑮ 心  

自信と達成感，忍耐力と善悪判断，思いやりと善悪判断に極めて高い相関がみ  

られた（表16，図15）  

さらに，教育的ニーズの段階性を明らかにするために複数の領域を合わせて分析し  

た。特に，今後は「領域・教科を合わせた指導」の教育内容を考えていくためには実  

用的な社会活動と国語，言語，数量，認知を関連させて考えていくことによって，指導  

の段階がより明らかになってくると考えられる。それ故に，「社会生活」「国語」「言  

語」「数量」「認知」の5領域についてクラスター分析をおこない，ニーズ項目の質的  

な類似性と階層性を明らかにした（図16）。   

その結果，大きくは ①ニーズA，②ニーズB，③ニーズCの3グループに分かれ  

ることが確認できた。   

①ニーズA，「005裁縫」～「017化粧」の10項目は軽度の児童生徒の教育的ニーズ   

68  
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に対応しているものと考えられる。  

②ニーズB，「002布団」～「029集団のルール」の6項目は中庭の児童生徒の教育  

的ニーズに対応しているものと考えられる。  

③ニーズC，「045弁別」～「018安全歩行」の10項目は重度の児童生徒の教育的ニ  

ーズに対応しているものと考えられた。  

以上のように，これまでの障害の程度に対応した，教育的ニーズの傾向も明らかにで   

きた。これにより，知的障害養護学校の「領域・教科を合わせた指導」の教育内容を   

考えていくに当たって，社会的活動に関係する言語，国敢数量，認知などの基礎・基   

本となる能力をとらえながら指導していくことが可能になってくる。今後，さらに詳   

細な分析によって，児童生徒の教育的ニーズに各教科面から多面的及び階層的に学習   

活動を，選択・配列していくことができるものと考えられる。  

Ⅲ 教育的＝－ズチェックリストの作成  

相関の高い項目どうしの内容を確認するとともに，極めて同じような内容を説明してい  

るものは周辺領域と考え，統合して項目を精選し，100項目を95項目にまとめた。ニーズ領  

域についても15領域から10領域にまとめて「教育的ニーズチェックリスト」を作成した  

（Appendexを参照）。ニーズ領域とニーズ項目数は表17の通りである。そして，ニーズ項  

目に「見出し」を付けることによって，教育的ニーズの内容を概括的に提示できるように  

した。これらによって，教育課程の編成や授業レベルでの指導内容の選択・配列に幅を持  

たせ，教師間で児童生徒の教育的ニーズにこたえる教育内容を共通理解していくことが可  

能であると考える。そして，子どもたちは日々発達し成長していくので，これらのチェッ  

クリストは，年度当初に保護者の意見を参考にしながら，担任が「重要なニーズである」  

「ニーズである」「ニーズがない」の3件法で再吟味するようにしている。  

Ⅳ まとめと今後の課題  

本研究の目的は知的障害児童生徒を対象とした養護学校における教育的ニーズのチェッ  

クリストを作成することであった。子どもに対する親と教師の願いの調査を実施し，分析  

した結果，小学部，中学部，高等部の年齢段階における児童生徒の教育的ニーズの傾向が明  

らかになった。その結果をもとにして，10のニーズ領域と95のニーズ項目から構成されて  

いる「教育的ニーズチェックリスト」を作成した。これにより，学校に期待する保護者の  

子どもに対する教育的な願いを全数師が共通の視点で把握することができるようになっ  

た。そしてそれらに基づいて学校教育で編成していく教育課程を考えるうえでの客観的な  

指標を持てるようになった。   

次の課題は，個別の特別な教育的ニーズに対して，学枚の教育課程編成の中で，具体的に  

どの教科や領域において，どのような教育内容で如何に応えていくかを明確にしていくこ  

とである。指導と評価を積み上げて，児童生徒の教育的ニーズにこたえる教育をしていく  

ことが特に大切である。   
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表2零陸生活の相関  
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Ql掃除 02布田  Q3洗濯 04調理  Q5蘇縫  Q8装飾  

Ql掩除  1  

Q2布団  0．64帥＊  

03洗濯  0．823榊  

Qヰ調理  0．ヰヰ陶＊  

05裁縫  0．159  

Q6装飾  0．237  
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表8身辺処理  

07食事 Q8偏食 Q9歯磨 QlO洗顔Qll排泄Q12履物Q13着替 0川身だ Q15持物 Q代表 QlT化  

しなみ  整理 服調整 粧  

07食事  1  

08偏食  0．473＊■  1  

Q9歯車  0朋9柚 0．38咄＊  1  

010洗猿  0．4¢8＊■  0．244 0．5¢7綿  1  

011排泄  0．831＊■ 0．404＊■ 0．刀5琳 0．625榊  I  

Q12履物  0．707＊＊ 0．583＊＊ 0．55＊  0．272 0．587＊＊  1  

Q13着替  0．824＊＊ 0．409＊■ 0．71綿 0．441＊＊ 0．771＊＊ 0．71帥＊  1  

Q14身だしなみ ○ノ叫†＊■ 0．288＊ 0．5引＊＊ 0．714■＊ 0．514＊＊  0．23T O．41帥■  1  

Q15持物整理  0．30伸  0．1910．479＊＊ 0．518＊＊ 0．383＊＊  0．2帥、0．383＊＊ 0．6ユ4■＊  1  

Q18衣服調整   0．135  0．133  0．243  0．285  0．239 0．028  0．114 0．497＊＊ 0．391＊＊   t  

OH化戯  －0．2¢  －0．07  －0．16  」）．用  －0．17  －0．09  －0．22  0．083  0．0馴  0．1 1  

＊pく．05＊＊pく．Ol  

図2 身辺処理のデンドログラム   
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表4  社会生活  

71   

Q18安全歩行  Q19交通機関 Q20食堂 Q21買物 Q22公共利用 023電話  

018安全歩行  1  

Q19交通機関  用．208  1  

Q20食堂  －0．1ユ5  0．571＊＊  1  

Q21買物  －0．152  0．898＊＊  0．¢35榊  I  

Q22公共施設  ・づ．4¢3＊＊  0．¢¢6坤   0．43＊＊  0．81小＊  1  

023電話  用．224  0．547榊  0．387＊＊  0．621＊＊  0．854＊＊  1  

＊pく．05 】l＊pく．Ol  

図3 社会生活のデンドログラム  

表5 人間関係  

Q24応答 Q25選手挨拶 028世話 027異性交友 Q28礼儀 Q29集団ルール  

024応答  1  

Q25返事挨拶  0．4－1綿  

Q26世話  0．08  

Q27異性交友  －0．638綿  

Q28礼儀  －0．278＊  

Q29集団ルール  ー0．077   
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表6 国語  
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Q30物と言葉 Q31模写 Q32名前 Q33平仮名 Q糾漢字 Q35英語 Q3＄作文日記Q37新聞 Q38辞書  

文章  

Q30物と青葉  1  

Q31模写  

Q32名前  

Q33平仮名  

Q34漢字文章  

Q35英語  

Q38作文日記  

Q37新聞  

0ユ8辞書  

0．747＊＊  1   

0．丁58＊＊  0．769＊＊  1   

0．358＊＊  0．382＊＊ D．40か伸   

一0．54＊＊  －0．55＊＊ －0．49＊＊   

－0．81＊＊  －0．63＊＊ －0．57由   

一0．71＊＊  －0．68＊＊ －0．62＊＊   

－0．72＊＊  －8．68＊＊ －0．57＊＊   

－0．72＊＊  －0．66＊＊ －0．61＊＊  

1  

－0．02  1   

－0．2丁＊  0．8ヰ4＊＊  1   

－0．27＊  0．87坤  0．835キ＊  t   

－0．38＊＊  0，794＊＊  0．891＊＊    0．861＊睾  1   

－0．33＊  0．787＊＊  0．849＊＊    0．897＊＊ 0．899＊＊  1  

＊pく．05 ＊＊pく．01  

図5 国許のデンドログラム  

表丁 言語  

Q39発音  Q40身振り  Q41話の理解  042応答  Q43報告発表  

039発音  I  

Q40身振り  0．129  

041話の理解  0．‡14事  

Q42応答  0．169  

043報告先表  0．063  
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図6 言語のデンドログラム   
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表8  数量  
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Q44数喝数字Q45大小弁別 046対応 Q47脛序数 048加減算049乗除計算 0き0長さ 0さ1時計  

Q44数唱数字  1  

Q45大小弁別  0．509＊＊  1  

Q46対応  

Q椚順序数  

Q48加減算  

Q49乗除計算  

Q50長さ  

051時計  

0．5†帥＊   0．902＊＊  1   

0．72丁＊＊    0．2丁5♯   0．4川＊   

－0．33＊   －0．63♯■  －0．61＊＊   

1）．51＊    －0．8伸  一0．79＊＊   

－0．89■＊    －0．7＊■   一0．67＊＊  

0．154    －0．27＊   －0．27＊  

1   

0．8†4  1   

－8．ユ2＊   0．－8＊＊  l   

－0．21  0．898＊＊   0．852＊＊  1  

0．292＊  0．659＊■   0．409＊＊  0．562＊＊  1  

＊pく．05  ■＊pく．01  

図7 数量のデンドログラム  

表9 認知  

Q52模倣  Q53形色弁別  Q54持物区別  055見通し  

Q52模倣  1  

053形色弁別  0．788＊事  I  

Q54持物区別  0．8ユ2＊＊  0．707＊＊  1  

Q55見通し  0．858榊  0．2Tl＊  0．237＊  1  

＊pく．05   ＊＊pく．01  

団8 認知のデンドログラム  
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表10作業  
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Q58集中  057エ程 Q58丁字正確 058手持操作 Q60道具 Q¢1機械操作  

Q5¢集中  1  

Q5一工程  0．244  

Q58丁字正確  0．173  

059手指操作  0．54帥＊  

Q80道具  0．289  

Q81機械操作  －0．08  
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図9 作業のデンドログラム  

喪11 飼作  

Q62歌  0¢3葉巻  Q84エ作  085絵囲  Q郎粘土  

Q82歌  1  

Q6ユ楽蓼  0．2〃  1  

Q糾工作  0．228  0．542榊  1  

Q85絵雷  0．039  0．332榊  0．3的坤  1  

Q8る粘土  0．228  0．464榊  0．41如坤  0．422＊＊  1  

＊pく．05  ＊＊pく．Ol  

図10 創作のテン下ログラム   
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表12 運動  

75   

Q67調整力 Q68敏捷性 Q69持久力 070筋力Q71ゲーム Q72水泳  

Q67萌整力  1  

Q¢8敏捷性  0．637■＊  

069持久力  0．3川＊  

QTO筋力  0．230  

QTlゲーム  0．374柑  

QT2水泳  一0．3丁＊＊  
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図11 運動のデンドログラム  

表13  健康  

QT3手洗い  074生理手当て Q75運動習慣  Q7¢健康管理  Q77性理解  

QT3手洗い  1  

Q14生理手当て  0．226  

Q75運動菅慣  0．099  

Q78健康管理  －0．0T  

Q77性理解  －0．33綿  
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図12 健康のデンドログラム  
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表14 余暇  
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0－8テレビ Q79漫画 Q80－ Q81郊外Q82ルーQ83ダンスQ84生き物Q85手芸 Q86喫茶 087娯素  

人遊び 遊び ル遊び  店   施設  

Q78テレビ  1  

Q79漫画  

Q80一人遊び  

Q8†郊外遊び  

Q8之ルール遊び  

Q83ダンス  

Q84生き物  

085手芸  

08¢喫茶店  

Q87娯菓施設  

0．551＊＊  1   

0．325＊＊ 0．745＊＊   1   

0．854＊＊ 0．366＊＊ 0．255＊  1  

0．130  0，235＊  0．17Z O．068  1   

0．4＄5＊＊  0．240＊  0．113  0．265＊  0．228＊  1   
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固13 余囁のデンドログラム  

表15 行動  

Q88薗執  Q89柔軟思考 Q90精神安定 091肢体機能 Q9之我慢  

Q88固執  1  

089柔軟思考  0．583＊＊  1  

Q90精神安定  0．497榊  0．57＄坤  1  

Q91肢体機能  0．018  0．064  0．083  1  

Q92我慢  0．67¢榊  0．528榊  0．645＊＊  0．131  1  

＊pく．05  ＊＊pく．01  

図14 行動のデンドログラム   
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表16 心  

77   

093自信  094達成感 095忍耐力 098主体性 0さ7責任感 098羞恥心 099思い 0川0善  

やり  悪判断  

Q93自信  1  

094達成感  0．8引＊＊  1  

095忍耐力  0．548＊蓼   0．615＊＊  1  

Q細主体性  0．42坤   0．4乃＊＊  0．4小＊＊  1  

Q97兼任感  0．532＊＊   0．489＊＊  0．548綿  0．455綿  1  

Q98羞恥心  0．265＊   0．41丁＊＊   0．233   0．316＊   0．241  1  

Q99思いやり  0．412榊   0．408＊  0．487＊＊  0．37Z＊＊  0．4糾＊＊  0．597榊  I  

QlOO善悪判断  0．347＊＊   0．345＊＊  0．609＊＊  0．487綿  0．497＊＊   0．4榊 0．711＊＊  1  
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図15 心のデンドログラム  
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図16 5領域のデンドログラム  

表17 ニーズ領域とニーズ項目数  

A身辺自立13  B家庭生活 6 C社会生活 7  D音 詩14  E数 土 9  

一体力・運動 7  G作 業 7 H遊び・余暇14 Ⅰ人間関係 6 J情意・行動12   
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【後記】  

本調査研究に携わった岩手大学教育学部附属養護学校旧（現）磯貝  

菅原正和，  

佐藤末書，  

及川江子，  

紺野道子，  

小山浩司，  

里館桂子，  

才善俊成，高橋条章，穂積恵祥，及川求，鴫野重行，玉山保子，中村英治，  

相馬千枝子，佐藤直美，稲遵宣彦，三田祐一，清水利幸，工藤まり子，  

柿崎明弘，青田孝次，佐々木聖，新妻史津子，杉田美紀子，小山恵子，  

米沢直美，佐々木恵子，川原木雅子，及川裕姫子，佐々木秀市，黒田順子，  

村上綾，澤田裕子，寺崎裕子，関口優，玉山恵理子，佐々木せい子，  

垣本隆史，以上   

本来ならば，本調査研究に携わった全ての氏名が著者名に列挙されてしかるべきである  

が論文としての形式上当時の研究に特に重要な役割を果たした研究部長と枚長を表記し  

ている．また本調査研究は，教貞のみならず保護者からみた「教育的ニーズ」の分析研究  

に特色があり，ご協力いただきました保護者の皆様と子ども達に深く感謝敦します．尚，  

その後本研究の或る部分は現箱石匡行校長のもとで文部省研究開発指定『一人ひとりの障  

害に応じた教育の在り方』（平成12～14年皮：東京学芸大学，群馬大学，宇都宮大学との研  

究提携）に引き継がれ一段と充実した内容が構築されつつある．  
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